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（目的）インターフェロンα（IFNα）は抗ウ
ィルス活性、腫瘍細胞増殖抑制作用等の様々
な生物活性を有し、広範な臨床適用がなされ
ている。しかし、腫瘍増殖抑制作用に非感受
性の症例がしばしば存在し、治療上で問題が
生じている。そこで、Bリンフォーマ
Daudi細胞をモデルとして増殖抑制作用の
機序解析を試みた。この結果我々は、Daudi
細胞をIFNαで処理すると、増殖抑制および
アポトーシスを起こすこと、さらに、これに
関与する細胞内分子を明らかにしたので報告
する。
（方法）細胞増殖は3H一チミジンの取り込み
で測定した。DNA含有量はPl染色を用いフロ
ーサイトメトリイで測定した。クロマチンの
凝縮は透過型電子顕微鏡により観察した。ア
ポトーシス関連遺伝子産物のBc卜2ファミリ
ーの発現は、特異抗体を用いたウエスタンプ
ロッティング法にて解析した。
（結果）Daudi細胞をIFNα存在下で72時間
培養したところ、100U／mlで細胞増殖は
1／50に低下した。同時に40．39｛の細胞で、
DNA分解していることがPl染色により明らか
になった。さらに、形態学的にクロマチンの
凝縮が認められ、IFNα処理によりこれらの細
胞ではアポトーシスに陥っていることを確認
した。つぎにBc1－2ファミリーの発現量につ
いて調べると、アポトーシス抑制的に働く
Bcl－2、Bc卜xしのうちBcl－2は発現が認めら
れず、Bcl－xLは72時間の培養でわずかに低下
した。これに対して、促進に働くBaxでは発
現量の増加が認められた。このことから
Daudi細胞におけるIFNα誘導性のアポトーシ
スには、BaxおよびBcl－xしの関与が示唆され
た。今後はアポトーシスを開始に重要な働き
をしているのが、Bax単独、あるいはまた
Bcl－X　L／Bax比の低下にあるのかを明らかにし
ていきたい。
　付属生殖器とくに前立腺の発達・成長・分化お
よび機能にはAndrogenが主たる役割を果たす．即
ち，Androgenは前立腺の腺上皮細胞の増殖／細胞
死の転換を連続的に行い，腺の正常な機能と形を
保持している．また，その維持にはAndrogenだけ
では不十分で，他のホルモンや成長因子との相乗
作用も報告されている．例えば，成長ホルモンは
前立腺のAndrogen受容体の合成を促し，　Androgen
の前立腺への作用を助長する．さらに，Androgen
はProlactiと共に，前立腺の主たる産生物である
クエン酸合成の調節酵素の活性を調節していると
いう．他方，演者等は，動物を完全暗黒下に置き
松果体を活性化させた場合には前立腺は萎縮する
が，予あ松果体を摘出しておくとこの現象はみら
れないし，血中Androgen量も変化しない．また，
松果体ホルモンであるMalatoninがAndrogenの前
立腺に対する刺激作用を抑えることを報告した．
以上の結果はMelatoninがAndrogenの前立腺への
作用を直接抑制することを意味する．したがって，
前立腺にMelatonin受容体が存在することが示唆
される．今回はオーファン受容体の一つであり．
Melatonin受容体と考えられているレチノイド0
あるいはZ受容体について調べた．RORβは中
枢にαは末梢組織にあるとされている．ラット前
立腺からmRNAを抽出し，それを逆転写酵素反応（
Reverse　transcription・RT）させ，　cDNAを合成し
た．このcDNAをテンプレートにし，　Polymerase
chain　reaction（PCR）をかけた．　Forwardおよび
reverse　pri皿erは各々20bpとし，その間の410bp
のDNA　Fragmentを増幅させた．　Sequenceの相同性
Matching　percentageは88．92％で，ラット前立腺
にもRORαが存在することが確認された．今後，
前立腺におけるRORα受容体のDNAの全Seq一一
uenceを明らかにする必要があると共に，膜受容
体についても検討してみる価値がある．
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